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道徳科における探究力を育むカリキュラム・デザイン

～道徳的価値に関する体験をとおして～

糸我直人

道徳科において他教科 • 他領域日常生活などの体験とつなげて考えたり，自分と友達の感じ方や考え方
を比べたりしながら多面的 ・多角的に自己のよりよい生き方について追究する探究力を育むためのカリキ

ュラム ・デザインの在り方について考察した。道徳科において『命について考えよう』という単元テーマを

設定し， 総合的な学習の時間国語， 理科，特活等の他教科 • 他領域と関連させながら， 特に道徳的価値に

関する体験を生かした総合単元型のカリキュラム ・デザインを行うことで道徳的な実践意欲と態度を育む

ことができると考えた3

総合的な学習の時間における道徳的価値に関する体験的な学びが道徳科の資料がつながり，よりよい自

己の生き方について考えを深めることに効果があったといえる。 また， 学んだ知識が，活用 • 発揮されるた

めには，活用 • 発揮を促す学習環境の整備が大切であることがわかった。

キーワード ：カリ キュラム ・ デザイン，総合単元型，体験， 活用 • 発揮

1 . 研究の目的

諏では，酌匡題を 「未来に生きて働く資質 ・

育ビカの育成」とし，研究副題を「探究力を育むカリ

キュラム ・マネジメン ト」と設定している。これを

うけ道徳科における探究力を「他教科 • 他領域，日

常生活などの体験とつなげて考えたり，自分と友達

の感じ方や考え方を比べたりしながら多面的・多角

的に自己のよりよい生き方について追究する資質 ・

能力」と考えている。

田村 (2018)は，「深い学びとは，知識をネット

ワーク化して構造化したり、パターン化して身体化

したりして裔度化することであり、そのためには，

知識を活用 • 発揮することが重要である」と述べて

いる。

1時間単位の道徳の授業では，その授業で学んだ

道徳的価値や道徳的な実践意欲が活用 •発揮される
機会が少なく，汎用的な力となるためにも，学んだ

囀が活用 ・発揮されるようにカリキュラムをデザ

インすることが大切である。

また， 小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編

(2017)第4章「指導計画作成上の配慮事項」にも

「自然体験活動等の道徳性を養うための体験活動

と道徳科の指導の時期や内容との関連を考慮」とあ

り，道徳鈷緬値に関する体験活動を取り入れること

が大切である。

そこで，他教科 • 他領域日常生活などの体験と

つなげて考えたり，自分と友達の感じ方や考え方を

比べたりしながら多面的・多角的に自己のよりよい

生き方について追究する探究力を育むために，学ん

だことが活用 • 発揮され， 道徳が併而値に関する体験

を生かした総合単元型のカリキュラム・デザインの

在り方について考えていきたい。

そこで，以下を研究仮説とした

研究仮説

道徳的価値に関する体験を生かした総合単元型の

カリキュラム・デザインを行うことで道徳的な実践

意欲と態度を育むことができるであろう。

2 研究方法

2. 1. 道徳的価値に関する体験を生かした

総合単元型のカリキュラム

2. 1. 1. 単元づくりについて

道徳科における探究的な学びのイメージを図1

のように考える。

他教科 ・他領域日常生活など

/ ＼ 

：← 
図1 探究的な学びのイメージ
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本学級の子どもたちは，生き物が好きな子どもが

多く，休み時間に昆虫を取りに行って遊んでいたり

教室で昆虫やメダカを飼ったりしている。しかしそ

の一方で，生き物を飼う ことに対する衷任感やどん

な生き物も命あるものとして見る目が十分でない

と感じられた）そこで，改めて子どもたちの中にあ

る生命に対する考えを見つめ直し，生命あるものを

大切にしていこうとする力を育てていきたいと考

え，単元テーマを「命について考えよう」に設定し

て，単元構成を行った （図2)。

道徳科においては，「生命尊重」と「善悪の判断，

自律，自由と責任」の内容項目を扱った教材を関連

させて単元を組む。「生命尊重」の内容項目では，全

ての命が尊く大切なものであること「善悪の判断，

自律，自由と責任」では，生命尊重の立場から，よ

いと思う ことを進んで行う判断力を育てることが

できると考えた。

単元計画

儲合的な学習〉

テーマ

「動物のためにわ

たしたちにできる

ことJ

『わうくらす』

（即麟護）

• !Jl)怖園連携授業

道徳科（善悪

の判断自律

自由と責任）

『心にひびく

かねの音』

理科

「こん虫のか

んさつ」

「植物の一

「言葉のプ

レゼント」

「たんじ ょ

『六さいのおよめ III う日カード」

さん』

図2 単元計画

2. 1. 2. 総合的な学習の時間とのつな

がり

本実践で関連させる総合的な学習の時間の単元

を以下のように設定しt¼

①和歌山市保健所主催の「わうくらす(Wakayama

Animal Welfare CLASSの略）」での体験活動

②環境学習アドバイザーによる動物園連携授業

動物をとおして命の大切さや他者とのかかわり

を学ぶことによって，子どもたちの豊かな心を育

むことを目的に実施している動物愛護啓発事業で

ある「わうく らす」（全4回）や動物園連携授業

（全2回）などの体験と関連させた単元づくりを

行うことで自分の体験と重ね合わせながら考えよ

うとする姿が期待できると考えた。

2. 1. 3. 他教科とのつながり

0理科 「こん虫のかんさつ」「植物の一生」
理科において得た軌物や植物が生きていると

いう疇を伴った知識が活用され，道徳科の問題

解決の情報収集のプロセスを充実させたいと考

えた。

0国語「ちいちゃんのかげおくり」
「ちいちゃんのかげおくり」の内容の読解をとお

して気づいた 「命の尊さ」や 「命が失われること

の悲しさ」にかかわる知識が活用され，道徳科の

問題解決の情報収集のプロセスを充実させたい

と考えた。

2. 1. 4. 特別活動とのつながり

0常時活動 「言葉のプレゼント」・「誕生日カード」

「言葉のプレゼント」は，係の子がくじなどで一人

を指名し， その子に対してみんなから一言いいとこ

ろなどを伝える取り組みである。

「挺生日カード」は，誕生日を迎える子どもにみん

ながメッセージ（お手紙）を書き， 1冊にまとめて

手渡す取り組みである。

上記2つの活動をとおして育まれた命を授かっ

ていることへの感謝の気持ち，命ある自己を大切に

する気持ち，命ある友達の良さを見つけ認め合う他

者への思いやりの気持ちが道徳手斗の問題解決の情

報収集のプロセスを充実させると考えた。

2. 2. 活用• 発揮を促す学習環境の整備

命についての学習を深めるため，また学んだ知識

が活用 • 発揮されるように命や動物愛護に関する本
の読み聞かせやコーナー（図3)を設けた。また，他

教科での学びが道徳科においても関連づけて考え

られるために， これまでの学習の足跡を掲示した

（図4)。
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図3 命や囮物愛護に関する本のコーナー

図4 単元を通した教室掲示

3. 授業の実際と考察

3. 1. 総合的な学習の時間「動物のために

わたしたちができること」

3. 1. 1. 和歌山市保健所主催の「わう＜

らす」での体験活動

第1回『犬との接し方』

「わうくらす」では，市の保健所の方から，犬の

能力や習性，犬の気持ち，犬との接し方などにつ

いて学ん乞犬と友達になる方法（飼い主さんに

挨拶し，犬に触ってよいかを尋ねる。手をグーに

して犬ににおいをかいでもらうなど）を学び，ボ

ランティアさんが連れてきた犬と実際に触れ合

った（図5)。

j ミ

図5 「わうくらす」での体験

第2回『生き物を飼うこと』

市の保健所の方から，生き物を飼うということ

は，命をあずかること，最後までお世話をする責

任をもたなければならないこと，そして生き物の

幸せは，飼い主にかかっていることを学んだ）

第3回『野良犬 ・捨て犬について』

野良犬・捨て犬の現状（引き取りがない犬が殺

処分されることなど）や，なぜ野良犬・捨て犬が

いるのか，野良犬などを減らすためにはどうすべ

きかの話を聞いた）

（子どもたちの感想）

・犬を飼ったら，最後まで飼わないといけないと思

う。

・犬の命は，人の命と同じだから捨てられる犬をな

くしたい。

• もし自分が犬だったらとてもいやです。

第4回『命を感じる』

聴診器を使って，犬の心臓の音や自分たちの心

臓の音を関き，命の音を感じる体験をした。

上記のような活動をとおして生き物を飼うと

いうことは命を預かることを学び，また犬の心音

を聞いて生きているという命を感じることがで

きた3

3. 1. 2. 環境学習アドバイザーによる動

物園連携授業

第1回 「お世話になっている動物探し」

自分はどんな動物とどんなつながりがあるか

を考えることで，自分たちと生き物のつながりや，

他の生き物に支えられていることを学ん芯

（子どもたちの感想）

• 動物の命を食べているので， とても動物口翌射

して食べないといけないと思います。

・給食やお弁当を残さず，食べたいです。

第2回「動物の気持ちになって動物をよーく観察

しよう」

和歌山城公園動物薗で動物の気持ちになって

自分が観察したい動物のしぐさや特徴をしつか

り観察した。自分とはちがう能力をもち，違う世

界を感じていること，環境との関わりで生きてい

ることを学んだ。（図6)。
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上記のような動物園連携授業をとおして，動物

との関わりや動物の気持ちになって考えること，

命の大切さを学ぶことができた。

図6 動物圏での観察

3. 2. 道徳科『目の見えない犬』 （生命の尊重）

の実践より

本時では，「"わたし”が団地の決まりを変えて

まで， 目の見えない犬を飼おうとしたのはなぜか」

を考えることをとおして，自分の命がたくさんの支

えの中にあることを知り，命あるもの全てを大切に

しようとする心情を養いたいと考えた。

授業では，「わうくらす」での自分の体験と重ね

合わせながら考えようとする姿が見られた。（下線

部の発言）

また，「もし自分が犬の立場だったら ・・・」と相

手の立場に立って，自分事として考える発言も見ら

れた（波線部の発言）。

教師 ：なぜ，きまりを変えてまで飼おうとしたの

かな。

あけみ：捨て犬で目が見えないので飼ってあげない

とかわいそう。道を歩いていたらひかれる

から，飼ってあげたほうがいい。

ひろし：殺処分されるから。

ゅうき：自分が目が見えなくてせまいところにいて

食べれなかったらいやだから助けてあげた
vヽ
0 

ゆり ：ほっておいたら，愛護センターにひきとら

れて，運がよかったら新しい飼い主にひき

とってもらえるけど 目の見えない犬だか

らよけいにひきとってもらえず殺処分され

るから。

教師 ：でも，きまりをかえてまで飼っていいの？

はる ：どうしても助けたいという思いがある。

教師 ：どうしてそこまで思うの。

りょう：助けないと死んでしまう。

単元をとおした学習と関連させやすくした環境

により，学びをつなげようとする子どもの姿が見ら

れた（下線部の発言）。

教師 ：自分の命はだれに支えられているのかな？

ゆうこ ：おばあちゃん。

こうじ ：家族，ずっと『命のまつり』みたいにつなが

っている。

（命に関する本のコーナーから本を取り出し紹介し

ながら説明した）

たろう ：食べ物を作っている人。

3. 3. 単元のまとめ

道徳科の単元の始めに，子どもたちに「命」のイ

メージのアンケートをとった。すると「命は一つし

かない」「動くことができる」「大切なもの」と答え

ていた。これらのイメージは，総合的な学習の時間

における学びによるものであった。しかし，本実践

の道徳科単元の終末には， 「命」に対する子どもた

ちのイメージが「支えられている命」「命は一つし

かないこと」「かけがえのない命」「大切なもの」「命

を大切にしてがんばって生きること」 「動物の命，

友達の命，自分の命を大切にしたい」のように変化

し，多面的な考えをもてるようになっていた。これ

は，道徳科において3つの教材を「命について考え

よう」のテーマで1単元として構成し，総合的に学

んできた成果であると感じている。

4. 成果と課題

道徳的価値に関する体険活動を取り入れること

で，より子どもたちが自分事として道徳舷価値につ

いて考えることができt.::.a総合的な学習における体
験的な学びが，道徳科の資料とつながり，よりよい

自己の生き方について考えを深めることに効果が

あったといえる。そして，学習環境が体験や学んだ

ことを深め，活用 • 発揮することに大きく作用した

といえる。

しかし，一方でカリキュラム・デザインした中で，

活用 • 発揮が出にくかったところもあった。 活用 ・

発揮ができるように意図的・計画的な道徳科におけ

るカリキュラム ・デザインを考えていきたい。
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